
2022 年９月１８日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■聖歌３３「ああ言葉のかぎり」（１，２節） 
①ああ言葉のかぎり うたわまほし 主イェスの栄えと 愛と恵み   
 
②御名のかしこさを 伝えまほし よものたみくさに よもの島に 
 
■「大いなる方に」（１回）  
大いなる方に 感謝ささげます 御子キリストの 愛のゆえに   
聖なる方に 感謝ささげます  御子キリストの 愛のゆえに   
今 弱い者よ 叫べ 勇士だと 勝利の主が ともにおられる   
今 貧しい者よ 叫べ富んでいると 恵みの主が ともにおられる   
感謝します 
 
■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名

み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
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■交読 詩篇２３篇１～６節 
１ 主は私の羊飼い。  

私は乏しいことがありません。  
２ 主は私を緑の牧場に伏させ  

いこいのみぎわに伴われます。  
３ 主は私のたましいを生き返らせ  

御名のゆえに 私を義の道に導かれます。  
４ たとえ 死の陰の谷を歩むとしても  

私はわざわいを恐れません。  
あなたが ともにおられますから。  
あなたのむちとあなたの杖  
それが私の慰めです。  

５ 私の敵をよそに あなたは私の前に食卓を整え  
頭に香油を注いでくださいます。  
私の杯はあふれています。  

６ まことに 私のいのちの日の限り  
いつくしみと恵みが 私を追って来るでしょう。  
私はいつまでも 主の家に住まいます。 

 
 
 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
 
 
 



■聖書朗読 ルカの福音書９章２８～３１節、１８章３１～３３節 
 
ルカ９：28～31 
28 これらのことを教えてから八日ほどして、イエスはペテロとヨハネ

とヤコブを連れて、祈るために山に登られた。 
29 祈っておられると、その御顔の様子が変わり、その衣は白く光り輝

いた。 
30 そして、見よ、二人の人がイエスと語り合っていた。それはモーセ

とエリヤで、 
31 栄光のうちに現れ、イエスがエルサレムで遂げようとしておられる

最期について、話していたのであった。 
 
ルカ 18：31～33 
31,さて、イエスは十二人をそばに呼んで、彼らに話された。「ご覧なさ
い。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の子について、預言
者たちを通して書き記されているすべてのことが実現するのです。 
32,人の子は異邦人に引き渡され、彼らに嘲られ、辱められ、唾をかけら
れます。 
33,彼らは人の子をむちで打ってから殺します。しかし、人の子は三日目
によみがえります。」 
 
 
 
■聖歌２１１「わが身を導く」（１～２節） 
①わが身を導く 主は共にませば 天（あめ）なる慰め 常にわれにあり   
 
※導く主の手に すべてをまかせて 旅を続けうる わが身ぞ楽しき  
 
②かげなる谷間も 嵐のあらのも などて恐るべき 主は共にませば   
 
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄えあれ 御栄えあれ アーメン 
 
 



 
【自宅での礼拝の手引き】  

・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


